
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フェノキシエタノールを含有すると共に、

平均粒径が１０～１，０００μｍでありか
つ崩壊強度が ｇ／個である粒子を含有することを特徴とする口腔用組成物。
【請求項２】
　プロピレングリコール０．１～２５質量％及び／又はイソプロピルアルコール０．１～
５質量％を含有することを特徴とする請求項１記載の口腔用組成物。
【請求項３】
　下記一般式
　　Ｍ n + 2Ｐ nＯ 3 n + 1

（但し、ＭはＮａ又はＫを示し、ｎは２以上の整数である。）
で示される直鎖状の水溶性ポリリン酸塩の１種又は２種以上を含有することを特徴とする
請求項１又は２記載の口腔用組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、ステイン除去効果に優れた口腔用組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
従来、様々なアプローチによりタバコヤニや茶渋などで着色した歯を白くする方法が検討
されてきた。例えば、清掃性の高い研磨剤の開発、過酸化物による白色化、ポリエチレン
グリコールなどの溶剤による着色物の溶解、キレート剤による鉄イオンなどの除去、再石
灰化による歯面の平滑化などがある。しかしながら、過酸化物を用いる方法以外は効果が
不充分であり、また、過酸化物による方法も、エナメル質表面の有機物が脱却して耐酸性
が低下するなどの問題点も指摘され、我が国では歯科医のみが可能な処置となっている。
【０００３】
以上のことから、穏和な条件で効果的に、かつ自分で手軽に歯を白く保つために、付着し
た汚れを効率的に除去する必要があり、その組成物の開発が待たれている。
【０００４】
【課題を解決するための手段及び発明の実施の形態】
　本発明者らは、上記要望に応えるため鋭意検討を行った結果、フェノキシエタノールと

平均粒径が１０～１，０００μｍであり、かつ崩壊強度が ｇ／個の粒子
とを併用すること、この場合、更に好ましくは、これらにプロピレングリコールやイソプ
ロピルアルコール、直鎖状の水溶性ポリリン酸塩を併用配合することにより、タバコヤニ
、茶渋などで着色した歯牙の汚れ（着色ペリクル）を除去する効果が顕著に高くなること
を知見した。
【０００５】
即ち、従来よりフェノキシエタノールを配合することは特表平９－５０７０７２号、特開
２０００－２２９８２４号公報に記載されているように公知であり、また上記のような粒
子を口腔用組成物に配合することも知られている（特開平１－２９９２１１号、特開平４
－２４３８１６号、特表平１０－５０５８４３号公報）。更に、ピロリン酸ナトリウム等
の直鎖状の水溶性ポリリン酸塩が歯の汚れを除去する成分として用いられていることは公
知である（特開平９－１７５９６６号、特開平１０－１８２３８９号、特表平７－５０５
４００号公報）が、フェノキシエタノール、上記粒子をそれぞれ単独使用しても、またプ
ロピレングリコール、イソプロピルアルコールや直鎖状の水溶性ポリリン酸塩を単独に用
いても、着色ペリクル除去効果は低く、また粒子として上記平均粒径の範囲外のもの、崩
壊強度の範囲外のものを用いても同様に着色ペリクル除去効果が低いにもかかわらず、フ
ェノキシエタノールと上記特定平均粒径及び崩壊強度の粒子とを併用した場合、顕著な着
色ペリクル除去効果が得られることを知見し、本発明をなすに至った。
【０００６】
以下、本発明につき更に詳しく説明する。
本発明の口腔用組成物は、フェノキシエタノールを含有すると共に、平均粒径が１０～１
，０００μｍであり、かつ崩壊強度が１０～２００ｇ／個である粒子を含有するものであ
る。
【０００７】
ここで、フェノキシエタノールの配合量は、特に制限されるものではないが、組成物全体
の０．１～１０％（質量百分率、以下同じ）が好ましく、更に好ましくは０．５～６％で
ある。配合量が０．１％より低い場合、十分な着色ペリクル除去効果が得られず、１０％
を超える場合は口腔粘膜への刺激等を感じる場合がある。
【０００８】
本発明は、上記フェノキシエタノールに、平均粒径が１０～１，０００μｍであり、崩壊
強度が１０～２００ｇ／個である粒子を併用する。
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【０００９】
この場合、該粒子は、水不溶性粉体を結合剤を用いずに又は用いて顆粒状に形成したもの
が使用できるが、特には、結合剤を用いないものがよい。この場合、粒子のＲＤＡ値は約
３０以下であることが好ましく、物理的研磨性の低い物質であることがよい。
【００１０】
　水不溶性粉体としては、第二リン酸カルシウム、第三リン酸カルシウム、不溶性メタリ
ン酸カルシウム、シリカ、水酸化アルミニウム、リン酸マグネシウム、ベンガラ、炭酸カ
ルシウム、ピロリン酸カルシウム、ゼオライト、アルミノ珪酸塩、炭酸マグネシウム、ジ
ルコノシリケート、硫酸カルシウム 、これらの混合物が挙げられ、特にシリカが好適で
ある。
【００１１】
　本発明で用いる粒子は、上記の通り、平均粒径が１０～１，０００μｍのものであり、
好ましくは３０～７００μｍ、更に好ましくは５０～４００μｍのものである。また、崩
壊強度が ～１００ｇ／個、更に好ましくは ～８０ｇ／個のものである。平均粒径
が１０μｍより小さい粒子及び崩壊強度が１０ｇ／個より低い粒子は、優れた着色ペリク
ル除去効果が得られず、平均粒径が１，０００μｍより大きい粒子及び崩壊強度が２００
ｇ／個より高い粒子は、口腔内での異物感、不快感が生じる。
【００１２】
なお、崩壊強度は、粒子を水に６０秒浸漬後、プランジャー直径１０ｍｍ、圧縮速度１０
ｍｍ／ｍｉｎの条件で加圧した時の１個当りの最大応力値（ｇ）である。
【００１３】
上記粒子の配合量は、組成物全体の０．１～３０％、特に１～２５％であることが好まし
い。配合量が少なすぎると、優れた着色ペリクル除去効果が得られず、多すぎると、使用
感が低下する場合がある。
【００１４】
本発明には、更に、プロピレングリコール及び／又はイソプロピルアルコールを配合する
ことが好ましい。この場合、プロピレングリコールの配合量は、組成物全体の０．１～２
５％が好ましい。更に好ましくは０．５～２０％であり、０．１％未満では崩壊性粒子と
十分な相乗効果を発揮し難く、２５％超の場合は口腔粘膜への刺激・違和感が強くなるお
それがある。イソプロピルアルコールの配合量は、組成物全体の０．１～５％が好ましい
。更に好ましくは０．５～４％であり、０．１％未満では十分な相乗効果を発揮し難く、
５％超の場合は口腔粘膜への刺激・違和感、異臭が強くなる場合がある。
【００１５】
また、本発明の口腔用組成物には、直鎖状の水溶性ポリリン酸塩を配合することが好まし
い。
本発明の口腔用組成物において用いられる直鎖状の水溶性ポリリン酸塩は、下記一般式
Ｍ n + 2Ｐ nＯ 3 n + 1

（但し、ＭはＮａ又はＫを示し、ｎは２以上の整数である。）
で示されるもので、重合度ｎ＝２のピロリン酸ナトリウムやピロリン酸カリウム、ｎ＝３
のトリポリリン酸ナトリウムやトリポリリン酸カリウム、ｎ＝４のテトラポリリン酸ナト
リウムやテトラポリリン酸カリウム、高重合度のメタリン酸ナトリウムやメタリン酸カリ
ウムなどが挙げられ、これらの１種を単独で又は２種以上を組み合わせて用いることがで
きる。これらの中では、特にｎ＝２及び３のピロリン酸ナトリウム、トリポリリン酸ナト
リウムが好ましい。
【００１６】
上記ポリリン酸塩の配合量は、組成物全体の０．１～１５％、特に０．５～１０％とする
ことが好ましい。配合量が少なすぎると、優れた着色ペリクル除去効果が得られず、多す
ぎると、組成物の味が悪くなる場合がある。
【００１７】
本発明の口腔用組成物は、練歯磨、液状歯磨等の歯磨類、デンタルクリーム、デンタル美
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白パック、洗口剤、デンタル美白液などとして調製、適用できるが、本発明の口腔用組成
物には、その種類に応じた通常の成分を配合することができる。例えば、歯磨剤の場合に
は、研磨剤、粘結剤、粘稠剤、界面活性剤、甘味剤、香料などを常用量で配合し得る。
【００１８】
例えば、研磨剤としては、リン酸水素カルシウム・２水和物、第三リン酸カルシウム、炭
酸カルシウム、ピロリン酸カルシウム、水酸化アルミニウム、無水ケイ酸、ケイ酸アルミ
ニウム、不溶性メタリン酸ナトリウム、第三リン酸マグネシウム、炭酸マグネシウム、硫
酸カルシウム、ベントナイト、ケイ酸ジルコニウム、ポリメタクリル酸メチル、その他の
合成樹脂等の１種又は２種以上を本発明の効果を損なわない範囲で配合し得る。
【００１９】
また、粘結剤としては、カラギーナン、カルボキシメチルセルロースナトリウム、メチル
セルロース、ヒドロキシエチルセルロース等のセルロース誘導体、アルギン酸ナトリウム
、アルギン酸プロピレングリコール等のアルギン酸誘導体、キサンタンガム、ジュエラン
ガム、トラガントガム、カラヤガム等のガム類、ポリビニルアルコール、ポリアクリル酸
ナトリウム、カルボキシビニルポリマー等の合成粘結剤、シリカゲル、ビーガム、ラポナ
イト等の無機粘結剤等の１種又は２種以上を配合し得る。
【００２０】
保湿剤としては、グリセリン、ソルビット、ポリエチレングリコール、キシリトール、マ
ルチトール、ラクチトール等の多価アルコールの１種又は２種以上を配合し得る。
【００２１】
界面活性剤としては、ラウリル硫酸ナトリウム等のアニオン性界面活性剤、ラウリン酸デ
カグリセリル、ミリスチン酸ジエタノールアミド等の非イオン性界面活性剤、ベタイン系
等の両性界面活性剤を配合し得る。
【００２２】
香料成分としては、メントール、アネトール、カルボン、オイゲノール、リモネン、ｎ－
デシルアルコール、シトロネロール、α－テルピネオール、シネオール、リナロール、エ
チルリナロール、ワニリン、チモール、ペパーミント油、スペアミント油、ウインターグ
リーン油、丁字油、ユーカリ油等の香料を単独で又は組み合わせて配合し得るほか、サッ
カリンナトリウム、ステビオサイド、グリチルリチン、ペリラルチン、ソーマチン等の甘
味剤を配合し得る。
【００２３】
また、本発明においては、クロルヘキシジン、ベンゼトニウムクロライド、ベンザルコニ
ウムクロライド、セチルピリジニウムクロライド、デカニウムクロライドなどの陽イオン
性殺菌剤、トリクロサン、ヒノキチオール、ビオゾールなどのフェノール性化合物、デキ
ストラナーゼ、ムタナーゼ、リゾチーム、アミラーゼ、プロテアーゼ、溶菌酵素、スーパ
ーオキサイドディスムターゼなどの酵素、ビタミンＥ、ビタミンＢ 6などのビタミン類、
モノフルオロリン酸ナトリウム、モノフルオロリン酸カリウムなどのアルカリ金属モノフ
ルオロリン酸塩、フッ化ナトリウム、フッ化第１錫などのフッ化物、トラネキサム酸、イ
プシロンアミノカプロン酸、アルミニウムクロルヒドロキシルアラントイン、ジヒドロコ
レスタノール、グリチルリチン酸類、グリチルレチン酸、ビサボロール、グリセロフォス
フェート、クロロフィル、塩化ナトリウム、水溶性無機リン酸化合物などの公知の有効成
分を１種又は２種以上配合し得る。
【００２４】
【発明の効果】
本発明に係る口腔用組成物は、優れた着色ペリクル除去効果を有するものである。
【００２５】
【実施例】
以下、実施例及び比較例を示し、本発明を具体的に説明するが、本発明は下記の実施例に
制限されるものではない。なお、下記の例において％は質量百分率を示す。
【００２６】
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［比較例１～４、実施例１～５］
表１に示す成分を配合した歯磨剤を調製し、歯の着色ペリクル除去効果を以下の方法によ
り評価した。結果を表１に併記する。
＜歯の着色ペリクル除去効果テスト＞
まず最初に、ハイドロキシアパタイトペレット（以下、ＨＡＰという）の色を基準値とし
て色差を測定する（Ｌ０）。測定したＨＡＰを３７℃で３０分間唾液処理する。３分後、
ＨＡＰをイオン交換水ですすぎ、続いてＨＡＰ上の水滴を取り除く。
次に、ＨＡＰを０．５％アルブミン水溶液→３％日本茶＋１％コーヒー＋１％紅茶の抽出
水溶液→０．６％クエン酸鉄アンモニウム水溶液各々に１時間ずつ繰り返して浸漬し、こ
の操作を５０サイクル続けた。着色液から取り出し、常温で１日乾燥後、流水中で軽くＨ
ＡＰの表面をブラッシングして付着の弱い着色物を除去した後、再び風乾し、作製した着
色ＨＡＰの色差を測定した（Ｌ１）。
歯磨剤を歯ブラシに付け、作製した着色ＨＡＰの表面を１，０００回ブラッシングした後
の色差を測定し（Ｌ２）、次式により着色ペリクル除去効果を求めた。
着色ペリクル除去効果＝（Ｌ０－Ｌ１）－（Ｌ０－Ｌ２）

○：着色ペリクル除去効果　２５以上
△：着色ペリクル除去効果　１５超２５未満
×：着色ペリクル除去効果　１５以下
【００２７】
また、崩壊強度は下記のようにして測定した。

着色ペリクル除去粒子を水に６０秒浸漬し、６０秒経過後、水から取り出して、プランジ
ャー直径１０ｍｍ、圧縮速度１０ｍｍ／ｍｉｎの条件で加圧した時の最大応力を測定した
。
【００２８】
【表１】
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＊粒子Ａ：
平均粒径３００μｍ、崩壊強度６０ｇ／個、シリカ粒子
＊＊増粘性シリカ、沈降性シリカ：
平均粒径１０μｍ未満、崩壊強度２００ｇ／個超のシリカ
【００２９】
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10

20

(7) JP 3741205 B2 2006.2.1



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３１】
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